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清
沢
満
之
門
下
の
「
信
念
」

─
清
沢
没
年
前
後
を
中
心
と
し
て
─
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キ
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ド
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浄
土
真
宗　

清
沢
満
之　

暁
烏
敏　

多
田
鼎

一　

は
じ
め
に

　

本
論
の
目
的
は
、
明
治
後
期
の
仏
教
者
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
〜
一
九
〇
三（

（
（

）
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ
れ
て
い
る
「
信
念
」

と
い
う
言
葉
を
、
暁
烏
敏
（
一
八
七
七
〜
一
九
五
四（

（
（

）
や
多
田
鼎
（
一
八
七
五
〜
一
九
三
七（

（
（

）
ら
門
弟
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
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で
用
い
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
清
沢
の
思
想
や
信
仰
、
お
よ
び
社
会
的
な
活
動
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
論
じ
ら
れ
る
際
は
、
多
く
は
「
信
念
」
と

い
う
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
寺
川
俊
昭
は
、
近
代
の
仏
教
者
と
し
て
の
清
沢
の
「
生
涯
を
貫
く
根
本
的
な
課
題
は
た

だ
一
つ
、「
信
念
の
確
立
」
以
外
に
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
、
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う（

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
清
沢
が
死
去
の
数
日
前
に
自
身
の
「
如
来
を
信
ず
る
心
の
有
様
」
に
つ
い
て
書
き
記
し
、
雑
誌
『
精
神
界
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
我
信
念
」
が
周
囲
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
者
の
多
く
が
「
我
信
念
」
を

清
沢
の
信
仰
の
集
大
成
と
見
做
し
た
こ
と
に
よ
る
。
最
も
近
し
い
門
弟
で
あ
り
、
清
沢
亡
き
後
の
清
沢
の
最
大
の
宣
伝
者
で
あ
っ

た
暁
烏
敏
は
、「
我
信
念
」
を
「
無
意
識
的
に
先
生
が
自
分
の
一
生
の
事
を
、
信
仰
の
上
に
し
め
上
げ
て
、
総
和
を
示
さ
れ
た
も

の（
（
（

」
で
あ
る
と
し
て
、「
先
生
の
事
を
聞
き
た
い
と
言
ふ
人
々
の
集
ら
る
ゝ
時
は
い
つ
で
も
こ
の
書
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て（

（
（

」
い

た
。
清
沢
満
之
イ
コ
ー
ル
「
我
信
念
」
と
い
う
認
識
が
没
後
ま
も
な
く
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
在
の
清
沢
理
解
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、「
信
念
」
と
は
も
と
よ
り
「
信
仰
ノ
念（

（
（

」「
神
仏
を
か
た
く
信
じ
る
こ
と（

（
（

」
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
取
り
立
て
て
特

殊
な
用
語
で
は
な
い
。
晩
年
の
清
沢
の
思
想
は
主
に
雑
誌
『
精
神
界
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
が
、『
精
神
界
』
誌
上
で
は
清
沢

は
あ
ま
り
積
極
的
に
は
「
信
念
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。「
我
信
念
」（『
精
神
界
』
三
巻
六
号
掲
載
）
の
他
に
「
信
念
」
が
本

文
中
に
主
題
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
と
し
て
は
「
宗
教
的
信
念
の
必
須
条
件
」（『
精
神
界
』
一
巻
十
一
号
掲
載
）
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、「
宗
教
的
信
念
の
必
須
条
件
」
は
文
体
や
主
張
内
容
に
清
沢
の
他
の
文
章
と
の
乖
離
が
あ
り
、
門
弟
に
よ
る
執
筆
の
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
一
方
で
、
清
沢
存
命
中
の
『
精
神
界
』
に
お
い
て
は
清
沢
以
外
の
数
多
く
の
執
筆
者
が
文
中
に
「
信

念
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
致
せ
ず
、
人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
清
沢
の
周
囲
に
い
た
門
弟
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
信
念
」
の
語
を
使
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
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で
は
、
清
沢
の
死
去
前
後
に
『
精
神
界
』
に
書
か
れ
た
記
事
の
う
ち
、
清
沢
門
下
の
「
三
羽
烏
」
と
呼
ば
れ
て
晩
年
の
清
沢
と

「
浩
々
洞
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
共
同
生
活
を
送
り
、『
精
神
界
』
の
立
ち
上
げ
と
運
営
に
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
た
暁
烏
敏
と
多

田
鼎
、
お
よ
び
佐
々
木
月
樵
（
一
八
七
五
～
一
九
二
六（

（（
（

）
の
執
筆
記
事
を
中
心
に
検
討
を
行
い
た
い
。

二　

雑
誌
『
精
神
界
』
の
「
信
念
」

　
『
精
神
界
』
は
、
東
京
の
清
沢
の
も
と
で
「（
清
沢
）
先
生
を
中
心
と
し
て
あ
ま
り
術
語
を
用
ひ
な
い
で
一
般
人
に
仏
教
の
真
意

を
伝
へ
る
や
う
な
雑
誌
を
拵
へ
て
み
た
い（

（（
（

」
と
い
う
暁
烏
の
願
い
に
清
沢
が
応
じ
る
形
で
生
ま
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
清
沢
満
之
を

後
見
人
と
し
、
庶
務
及
び
署
名
人
を
暁
烏
敏
、
編
集
を
多
田
鼎
、
会
計
を
佐
々
木
月
樵
が
務
め
た
。
形
と
し
て
は
清
沢
を
中
心
と

し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
清
沢
は
編
集
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な
い
。
自
身
の
講
話
を
も
と
に
門
弟
が
成
文
し
て
「
清
沢
満

之
」
名
で
掲
載
さ
れ
た
文
章
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ら
の
校
閲
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
『
精
神
界
』
は
月
刊
誌
の
体
裁
を
と
り
、
一
九
〇
一
年
一
月
か
ら
一
九
一
九
年
三
月
ま
で
発
行
さ
れ
た
。
記
事
欄
は
〈
精
神
界
〉

（
巻
頭
言
）、〈
論
説
〉、〈
講
話
〉（
主
に
浩
々
洞
で
の
講
話
の
筆
記
）、〈
感
興
〉（
詩
歌
）、〈
解
釈
〉（
仏
典
解
釈
）、〈
雑
纂
〉（
エ
ッ

セ
イ
な
ど
）、〈
社
会
〉（
時
事
へ
の
短
評
や
新
刊
紹
介
）、〈
報
道
〉（
浩
々
洞
お
よ
び
各
地
の
動
静
や
告
知
、
読
者
か
ら
の
手
紙
な

ど
）、〈
小
観
〉（
そ
の
他
の
短
文
）
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

清
沢
が
死
去
し
た
の
は
一
九
〇
三
年
六
月
で
、
こ
の
と
き
『
精
神
界
』
は
創
刊
か
ら
二
年
六
ヶ
月
を
迎
え
て
お
り
、
三
巻
六
号

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
創
刊
か
ら
死
去
ま
で
の
月
数
と
同
期
間
を
死
後
に
と
る
こ
と
で
、
清
沢
の
死
を
境
に
「
信
念
」

と
い
う
言
葉
の
使
用
頻
度
と
そ
の
用
法
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
調
べ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
創
刊
号
（
一
九
〇
一
年
一
月
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十
五
日
発
行
）
か
ら
三
巻
六
号
（
一
九
〇
三
年
六
月
十
五
日
発
行
）
ま
で
、
お
よ
び
そ
の
後
の
三
巻
七
号
（
同
年
七
月
十
五
日
発

行
）
か
ら
五
巻
十
二
号
（
一
九
〇
五
年
一
二
月
十
五
日
発
行
）
ま
で
、
清
沢
の
死
去
の
前
後
三
十
ヶ
月
を
本
論
に
お
け
る
調
査
範

囲
と
す
る
。
こ
の
範
囲
に
お
い
て
「
信
念
」
の
語
が
登
場
す
る
記
事
を
調
査
し
、
そ
の
中
で
暁
烏
、
多
田
、
佐
々
木
の
執
筆
し
た

記
事
に
つ
い
て
、
用
法
お
よ
び
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
巻
頭
言
で
あ
る
「
精
神
界
」
欄
は
す
べ
て
無
署
名
で
あ
り
、
他

に
も
「
社
会
」「
報
道
」
欄
を
中
心
に
執
筆
者
を
特
定
で
き
な
い
記
事
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
門
弟
た
ち
が
自
ら
の
名

を
出
し
て
発
信
し
た
文
章
を
検
討
材
料
と
し
て
い
き
た
い
。

　

清
沢
の
死
去
前
後
三
十
ヶ
月
の
『
精
神
界
』
に
お
い
て
、「
信
念
」
の
語
が
現
れ
る
記
事
の
本
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

記
事
全
体
…
…
（
没
前
）
五
十
九
本
／
（
没
後
）
八
十
九
本

　

暁
烏
署
名
…
…
（
没
前
）
三
本
／
（
没
後
）
十
一
本

　

多
田
署
名
…
…
（
没
前
）
十
二
本
／
（
没
後
）
十
四
本

　

佐
々
木
署
名
…
…
（
没
前
）
二
本
／
（
没
後
）
一
本

　

※
書
名
と
し
て
の
「
我
信
念
」
な
ど
固
有
名
詞
は
除
外
し
た
。

　

記
事
の
全
体
数
と
し
て
は
、
没
前
三
十
ヶ
月
が
五
十
九
本
に
対
し
て
没
後
三
十
ヶ
月
が
八
十
九
本
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
暁
烏
が
三
本
か
ら
十
一
本
と
大
幅
に
増
加
し
た
一
方
で
、
多
田
は
十
二
本
か
ら
十
六
本
と
、
清
沢
の
存
命
中
か
ら
積
極
的
に

「
信
念
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
逆
に
佐
々
木
は
二
本
か
ら
一
本
と
、
一
貫
し
て
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な
い
。

　

次
項
よ
り
、
三
人
の
「
信
念
」
の
用
法
の
傾
向
を
見
て
い
き
た
い
。
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三　
「
信
念
」
の
傾
向
─
─
暁
烏
敏
の
場
合

　

暁
烏
は
清
沢
存
命
中
も
「
信
念
」
の
語
を
全
く
使
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
数
は
暁
烏
自
身
が
執
筆
し
た
全
体
の

記
事
数
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
少
な
い
。
存
命
中
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

帝
王
我
に
鑑
み
て
、
汝
の
、
信
念
を
変
ぜ
よ
、
然
ら
ず
ん
ば
汝
を
殺
さ
ん
と
云
ふ
共
、
我
は
平
然
た
ら
ん
の
み
、
我
は
敢
て

云
は
ん
。
我
は
我
の
信
念
は
生
く
る
も
の
也
、
我
に
我
が
信
念
を
棄
て
よ
と
云
ふ
は
、
我
に
永
久
の
死
に
入
れ
と
命
す
る

也（
（（
（

。（「
獅
子
奮
迅
三
昧
」
二
巻
十
二
号
〈
雑
纂
〉
欄
）

　
「
我
は
大
法
の
為
め
に
身
を
捧
げ
ん
と
す
」「
我
は
大
法
の
宣
伝
者
な
り（

（（
（

」
と
、
勇
ま
し
く
自
ら
の
信
仰
を
表
明
す
る
記
事
で
あ
る
。

暁
烏
は
清
沢
の
存
命
中
か
ら
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
に
弥
陀
の
信
仰
に
つ
い
て
自
他
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。

　

清
沢
の
没
後
は
、
記
事
へ
の
登
場
が
大
幅
に
増
加
す
る
。
ま
ず
、〈
解
釈
〉
欄
に
連
載
し
て
い
た
「『
歎
異
鈔
』
を
読
む（

（（
（

」
に
お

い
て
、「
信
念
」
の
語
が
現
れ
る
。

故
に
、
以
下
三
行
ば
か
り
の
文
章
（
筆
者
註
：「
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ま
い
ら
す
べ
し
と
、

よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
を
か
ぶ
り
て
、
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
」
の
文
）
に
は
尤
も
明
白
に
親
鸞
聖
人
が
自
己
の

信
念
を
表
白
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。（「『
歎
異
鈔
』
を
読
む
（
其
十
）」
三
巻
十
二
号
〈
解
釈
〉
欄
）
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茲
に
は
親
鸞
聖
人
自
ら
、
弥
陀
の
本
願
が
ま
こ
と
な
ら
ば
釈
尊
の
説
教
も
虚
言
で
は
な
い
、
釈
尊
の
説
教
が
虚
言
で
な
く

ば
、
善
導
の
御
釈
も
虚
言
で
は
な
い
、
善
導
の
御
釈
か
ま
こ
と
な
ら
ば
法
然
聖
人
の
教
へ
も
虚
言
で
は
な
い
、
法
然
聖
人
の

教
へ
が
虚
言
で
な
か
つ
た
な
ら
、
こ
の
親
鸞
た
と
ひ
愚
也
と
云
へ
共
、
其
の
信
念
の
表
白
は
決
し
て
虚
言
で
は
な
い
。
若
夫

我
が
信
念
が
虚
言
な
ら
ば
弥
陀
の
本
願
が
虚
言
で
あ
る
の
で
あ
る
。
我
は
弥
陀
の
本
願
其
儘
に
信
ず
る
者
で
あ
る
、
本
願
の

化
現
で
あ
る
。
我
信
念
の
根
底
は
昨
日
や
今
日
に
作
つ
た
の
で
は
な
く
て
、
十
劫
の
苦
よ
り
弥
陀
の
本
願
の
上
に
成
就
し
た

も
の
也
と
大
々
的
自
覚
を
表
白
せ
ら
れ
た
の
が
此
一
段
で
あ
る（

（（
（

。（「『
歎
異
鈔
』
を
読
む
」
四
巻
八
号
〈
解
釈
〉
欄
）

　

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
の
念
仏
の
教
え
に
対
す
る
信
心
を
「
信
念
」
と
言
い
表
し
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
法
然
が
親
鸞
に

語
っ
た
信
心
を
「
自
己
信
念
の
実
験
」
と
表
現
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

法
然
聖
人
に
対
す
る
親
鸞
聖
人
が
全
心
を
傾
け
法
然
聖
人
の
上
に
絶〔
マ
マ
〕待
を
認
め
て
信
に
入
ら
れ
し
こ
と
、
又
親
鸞
聖
人
に
対

し
て
法
然
聖
人
が
飾
る
所
も
な
く
自
己
信
念
の
実
験
を
直
白
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
信
仰
道
程
に
進
み
つ
ゝ
あ
る
私
の
為
め
に

は
大
な
る
指
導
で
あ
る（

（（
（

（「『
歎
異
鈔
』
を
読
む
（
其
十
二
）」
四
巻
七
号
〈
解
釈
〉
欄
）

　
「
実
験
」
と
は
実
際
に
経
験
し
た
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
、
清
沢
が
し
ば
し
ば
用
い
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
と
く
に
「
我
信
念
」

に
書
か
れ
た
「
…
…
信
念
の
幸
福
は
、
私
の
現
世
に
於
け
る
最
大
幸
福
で
あ
る
。
此
は
私
が
毎
日
毎
夜
に
実
験
し
つ
ゝ
あ
る
所
の

幸
福
で
あ
る
。
来
世
の
幸
福
の
こ
と
は
、
私
は
、
ま
だ
実
験
し
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
此
処
に
陳
る
こ
と
は
出
来
ぬ（

（（
（

」
と
い
う

一
文
は
、
暁
烏
ら
に
よ
っ
て
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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私
は
十
年
ほ
ど
已
前
に
、
某
信
者
が
、
本
願
は
疑
ひ
ま
せ
ぬ
が
、
さ
て
只
今
死
ぬ
と
思
ふ
と
、
行
先
に
紙
を
は
つ
た
や
う
で

あ
る
と
の
懺
悔
を
き
い
て
、
こ
の
人
の
信
念
を
疑
ひ
ま
し
た
。
所
が
十
年
後
の
私
が
こ
の
人
と
同
じ
懺
悔
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ぬ
。
浄
土
往
生
に
就
て
毫
厘
の
疑
惑
の
な
い
事
も
ま
こ
と
で
あ
る
。
さ
り
と
て
又
死
ぬ
事
が
心
地
よ
く
な
い
と
云
ふ
の
も
ま

こ
と
で
あ
る（

（（
（

。（「『
歎
異
鈔
』
を
読
む
」
五
巻
十
二
号
〈
解
釈
〉
欄
）

　

こ
の
文
章
は
『
歎
異
抄
』
第
九
条
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
暁
烏
が
出
会
っ
た
「
某
信
者
」
の
念
仏
の
信

心
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
三
点
の
文
章
は
、
い
ず
れ
も
清
沢
を
追
憶
し
、
顕
彰
す
る
記
事
で
あ
る
。

肉
的
先
考
の
お
は
さ
ゞ
り
せ
ば
、
い
か
で
か
我
が
こ
の
肉
身
あ
ら
ん
や
。
霊
的
先
考
の
お
は
す
な
く
ん
ば
、
い
か
で
か
我
が

今
日
の
霊
的
信
念
あ
ら
ん
や
。
我
が
肉
身
も
先
考
の
賜
也
、
我
が
信
念
も
先
考
の
賜
也（

（（
（

。（「
感
謝
第
二
」
五
巻
二
号
〈
雑

纂
〉
欄
）

さ
れ
ば
我
れ
今
日
爾
（
筆
者
註
：
如
来
）
の
御
導
き
に
よ
り
て
や
ゝ
安
住
の
地
を
得
た
り
と
雖
、
信
念
実
に
薄
く
、
行
業
実

に
お
ろ
そ
か
也（

（（
（

。（「
感
謝
第
三
」
五
巻
三
号
〈
雑
纂
〉
欄
）

凡
夫
の
心
の
総
て
狂
へ
る
中
に
狂
は
ぬ
に
て
他
力
の
信
念
の
妙
を
知
る
べ
し
。
其
が
身
心
の
健
な
り
し
時
に
修
養
と
信
念
に

就
て
指
導
を
給
ひ
し
御
身
は
、
身
心
衰
え
た
る
時
に
際
し
て
も
高
遠
な
る
信
仰
上
の
教
訓
を
与
へ
給
ひ
ぬ（

（（
（

。（「
感
謝
第
六
」

五
巻
七
号
〈
雑
纂
〉
欄
）
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「
肉
的
先
考
」
す
な
わ
ち
実
の
父
親
と
「
霊
的
先
考
」
た
る
清
沢
を
並
べ
て
、
清
沢
に
よ
っ
て
「
霊
的
信
念
」「
他
力
の
信
念
」

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
人
生
の
煩
累
」
に
苛
ま
れ
た
清
沢
に
と
っ
て
、
自
己
の
確
立
に
よ
っ
て
安
心
を
得
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
清
沢
は
死
の
直
前
に
至
る
ま
で
「
信
念
」
を
獲
得
し
、
心
に
平
穏
を
得
た
と
い
う
表
明
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
清
沢
は
親

鸞
に
依
拠
し
て
思
想
を
立
て
て
い
た
が
、
そ
れ
を
安
易
に
真
宗
の
用
語
に
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と
に
は
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
「
我
信
念
」
で
は
「
私
は
無
限
大
悲
の
如
来
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
の
安
楽
と
平
穏
を
得
て
居
る
こ
と
で
あ

り
ま
す（

（（
（

」
と
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
に
死
の
一
週
間
前
の
吐
露
で
あ
る
。
こ
の
告
白
を
清
沢
の
思
想
の
「
総

和
」
と
し
て
受
け
止
め
た
暁
烏
は
、
清
沢
の
生
涯
の
結
論
（
と
暁
烏
が
見
做
し
た
も
の
）
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
自
ら
が
既
に
「
信

念
」
を
得
た
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
で
あ
る
。

此
に
於
て
、
宗
教
の
信
念
に
は
単
に
芸
術
の
や
う
に
恍
惚
た
る
境
界
の
み
て
は
な
く
、
確
か
に
救
は
れ
た
り
と
云
ふ
自
覚
が

あ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。（「
科
学
、
芸
術
、
宗
教
」
四
巻
三
号
〈
講
話
〉
欄
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
宗
教
の
信
念
」
に
は
確
か
に
救
わ
れ
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
も
の
な
の
だ
、
と
「
信
念
」
の
有
り
様
に
つ
い

て
断
言
し
て
い
る
。

　

清
沢
没
後
の
『
精
神
界
』
に
は
読
者
か
ら
の
相
談
に
答
え
る
内
容
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
信
念
」
を
獲
得
し
た
立
場

か
ら
未
だ
そ
の
段
階
に
到
ら
な
い
者
に
対
し
て
説
き
聞
か
せ
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
が
窺
え
る
。

貴
君
は
阿
弥
陀
様
が
客
観
だ
の
、
主
観
だ
の
、
…
…
と
か
六
ケ
し
い
こ
と
を
し
ら
べ
て
入
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
私
共
は
一
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向
そ
ん
な
事
は
私
共
の
信
念
の
問
題
と
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
そ
り
や
私
共
も
或
時
期
の
内
は
、
そ
ん
な
六
ケ
し
い
疑
問
に
罹
つ

て
苦
し
ん
だ
事
も
あ
り
ま
す
。
然
し
そ
ん
な
事
は
到
底
私
共
の
有
限
の
知
識
で
は
判
定
す
る
事
が
で
き
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
何
分
信
念
は
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
ま
じ
め
に
な
つ
て
、
自
分
の
煩
ふ
て
居
る
点
を
験
べ
、
救
は
れ
た
い
の
思
ひ
を
験

べ
て
見
、
如
来
の
徳
音
を
き
く
事
に
せ
ら
れ
よ
。
又
称
名
は
随
分
せ
ら
る
ゝ
が
よ
ろ
し
か
ろ
ふ
と
思
ひ
ま
す（

（（
（

。（「
如
来
は
信

仰
の
上
に
在
り
」
四
巻
一
号
〈
講
話
〉
欄
）

　

周
知
の
と
お
り
、
暁
烏
は
後
の
い
わ
ゆ
る
「
戦
時
教
学
」
に
繋
が
る
言
説
を
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
展
開
し
て
い
た
。
次
の
文

章
は
、
自
分
が
入
営
す
る
こ
と
と
な
っ
て
母
親
が
悲
し
ん
で
い
る
と
い
う
読
者
に
答
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

君
に
し
て
若
し
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
安
住
を
得
て
、
兵
営
に
入
る
こ
と
食
堂
に
入
る
か
の
如
く
で
あ
つ
た
ら
母
君
の
精
神
は

い
つ
の
ま
に
か
、
君
か
こ
の
精
神
に
感
化
せ
ら
れ
て
落
付
か
る
ゝ
や
う
に
な
ら
れ
る
の
は
あ
た
り
ま
へ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

…
…
君
は
大
に
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
母
君
の
苦
悶
は
と
も
か
く
、
君
自
身
の
信
念
に
大
に
弱
い
所
が
あ
る
で
は
な
い
か（

（（
（

。

（「
徴
兵
に
就
き
家
事
に
苦
悶
す
る
人
に
与
ふ
る
書
」
五
巻
五
号
〈
講
話
〉
欄
）

　

社
会
の
現
状
追
認
や
戦
争
肯
定
と
い
っ
た
問
題
と
は
ま
た
別
に
、
相
談
者
に
対
し
て
苦
悩
の
原
因
を
「
信
念
に
大
に
弱
い
所
が

あ
る
」
か
ら
だ
と
断
じ
る
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
暁
烏
の
「
信
念
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
暁
烏
は
、
自
ら
の
名
で
著
し

た
記
事
に
お
い
て
は
、
清
沢
の
存
命
中
に
は
「
信
念
」
の
語
を
あ
ま
り
用
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
清
沢
の
没
後
は
積
極
的

に
「
信
念
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
「
信
念
」
と
は
心
に
平
穏
を
得
る
た
め
に
獲
得
す
べ
き
境
地
で
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あ
り
、
そ
れ
は
清
沢
の
「
我
信
念
」
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
内
実
は
清
沢
以
上
に
直
接
的
に
真
宗
の
信

仰
と
結
び
つ
け
た
理
解
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
頃
の
暁
烏
は
自
ら
が
あ
た
か
も
「
信
念
」
を
獲
得
し
た
か
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

他
者
に
対
し
て
「
信
念
」
を
獲
得
す
る
よ
う
に
説
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

四　
「
信
念
」
の
傾
向
─
─
多
田
鼎
の
場
合

　
「
信
念
」
の
語
を
清
沢
没
後
に
多
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
暁
烏
と
異
な
り
、
多
田
は
『
精
神
界
』
初
期
の
主
要
執
筆
陣
で
は
ほ

と
ん
ど
唯
一
、
清
沢
存
命
中
か
ら
自
ら
の
記
事
に
継
続
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
解
は
、
清
沢
の
死
去
の
前
後
で
変

わ
っ
て
い
な
い
。

信
念
は
唯
一
な
り
。
人
に
よ
り
て
異
な
る
も
の
に
非
ず
。
是
れ
親
鸞
聖
人
の
見
解
な
り
。
…
…
師
法
然
聖
人
の
信
念
も
、
弟

子
親
鸞
聖
人
の
信
念
も
全
く
一
な
り
。
釈
迦
如
来
の
信
念
も
、
濁
悪
凡
夫
の
信
念
も
全
く
一
な
り
。
三
千
年
前
の
信
念
も
、

三
千
年
後
の
信
念
も
亦
全
く
一
な
り
。
人
生
に
於
け
る
他
の
事
物
は
、
凡
て
変
ら
む
。
さ
れ
と
此
信
念
の
み
は
変
る
も
の
に

非
ず
。
人
生
の
知
識
は
動
か
む
、
感
情
は
移
ら
む
、
意
識
へ
変
ぜ
む
。
社
会
の
要
求
は
転
ぜ
む
。
さ
れ
ど
此
宗
教
上
の
信
念

の
み
は
、
と
こ
し
へ
に
、
と
こ
し
へ
に
変
動
す
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
な
り（

（（
（

。（「『
歎
異
鈔
』
の
一
節
」
一
巻
三
号
〈
解
釈
〉
欄
）

　

こ
れ
は
『
歎
異
抄
』
後
序
の
「
如
来
よ
り
た
ま
わ
り
た
る
信
心
」
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
で
あ
る
。「
信
心
」
の
言
い
換
え
と

し
て
「
信
念
」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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暁
烏
の
「『
歎
異
鈔
』
を
読
む
」
と
並
行
し
て
、
多
田
は
〈
解
釈
〉
欄
で
「
正
信
偈
註（

（（
（

」
を
連
載
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

「
信
念
」
の
語
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
天
親
の
「
麗
は
し
い
信
念
と
教
理
と
の
花
の
香（

（（
（

」（「
正
信
偈
註
（
一
六
）」
三
巻
四

号
〈
解
釈
〉
欄
）
と
い
う
表
現
や
、
道
綽
の
「
盛
に
弘
め
ら
れ
た
其
信
念
は
、
当
時
多
数
の
学
者
な
ど
の
同
意
せ
ぬ
所
で
あ
つ

た（
（（
（

。」（「
正
信
偈
註
」
三
巻
十
号
〈
解
釈
〉
欄
）
な
ど
、
単
に
「
信
心
」
や
「
信
仰
」
を
言
い
換
え
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。

　

し
か
し
多
田
の
場
合
、「
如
来
か
ら
た
ま
わ
り
た
る
信
心
」
と
い
う
こ
と
に
強
い
関
心
が
注
が
れ
、「
信
念
」
の
語
も
そ
の
文
脈

で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

私
共
の
信
念
は
、
た
と
ひ
い
か
ほ
ど
小
や
か
に
見
え
て
も
、
こ
れ
如
来
の
御
名
そ
の
も
の
ゝ
顕
現
で
あ
る
、
如
来
の
大
願
そ

の
も
の
ゝ
顕
現
で
あ
る（

（（
（

。（「
正
信
偈
註
（
五
）」
二
巻
五
号
〈
解
釈
〉
欄
）

私
共
が
我
信
念
を
透
し
て
、
唯
一
の
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
時
、
其
仏
心
が
常
に
唯
一
の
慈
悲
と
し
て
我
心
に
映
ら
せ
た
ま

ふ
時
、
そ
の
信
心
は
真
の
も
の
で
あ
る
、
も
し
左
な
く
し
て
、
其
御
心
が
慈
悲
で
あ
る
如
く
、
又
無
い
如
く
、
色
々
に
混
雑

し
て
映
る
な
ら
ば
、
そ
の
信
心
は
真
の
も
の
で
な
い
、
自
分
細
工
の
も
の
で
あ
る
。
自
分
細
工
の
も
の
に
は
、
生
命
が
な
い

生
命
は
生
せ
ら
れ
た
者
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
生
命
あ
る
真
の
信
念
は
つ
く
つ
た
も
の
で
な
い
、
細
工
し
た
も
の
で
な
い
、
生

ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
共
は
（
筆
者
註
：
源
信
）
僧
都
の
指
導
に
よ
つ
て
、

此
真
の
信
念
を
い
た
ゞ
い
て
、
此
信
念
よ
り
響
き
来
る
御
名
の
御
声
に
励
ま
さ
れ
て
、
今
後
の
生
活
を
進
め
行
か
ね
ば
な
ら

ぬ（
（（
（

。（「
正
信
偈
註
」
四
巻
一
号
〈
解
釈
〉
欄
）

　

信
心
、
す
な
わ
ち
「
信
念
」
は
「
自
分
細
工
の
も
の
」
で
な
く
、「
生
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
与
へ
ら
れ
た
も
の
」
で
な
け

−10−−11−



れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
信
念
」
は
『
歎
異
抄
』
で
説
か
れ
る
よ
う
に
一
つ
の
信
心
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。「
正
信
偈
」
冒
頭
の

「
帰
命
無
量
寿
如
来
」
の
文
に
つ
い
て
、「
正
に
聖
人
の
自
身
の
信
念
を
打
出
し
た
た
ま
ふ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
は
「
私

共
の
信
念
の
手
本
」
で
あ
り
、「
共
に
携
へ
て
速
に
こ
の
手
本
と
同
じ
信
念
に
済
む
や
う
に
致
し
た
い
と
思
ふ（

（（
（

。」（「
正
信
偈
註

（
二
）」
二
巻
二
号
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
釈
迦
と
龍
樹
の
間
に
時
代
と
地
域
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
同
じ
信

念
の
妙
致（

（（
（

」（「
正
信
偈
註
（
一
四
）」
三
巻
二
号
）
と
言
い
表
し
て
い
る
。

初
め
に
災
難
と
思
う
た
事
も
、
後
に
は
、
幸
が
含
ま
れ
て
あ
つ
た
の
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
又
い
か
な
る
大
な
る
苦

痛
が
、
生
じ
来
る
か
、
知
れ
ま
せ
ぬ
。
…
…
然
し
一
家
同
じ
信
念
の
上
に
、
互
い
に
手
を
取
つ
て
、
光
明
の
中
に
、
生
死
を

共
に
す
る
こ
と
は
、
如
来
が
、
屹
度
な
さ
し
め
た
ま
ふ
所
と
確
信
し
て
居
り
ま
す（

（（
（

。（「
一
同
胞
に
下
れ
る
光
」
四
巻
九
号

〈
雑
纂
〉
欄
）

信
念
が
個
人
の
上
に
あ
ら
は
る
ゝ
其
模
様
の
同
じ
か
ら
ぬ
を
い
ふ
は
善
し
。
さ
れ
ど
其
極
、
有
害
の
信
念
其
者
も
又
個
々

別
々
な
り
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
。
道
は
一
な
り
、
如
来
は
一
な
り
、
其
仰
心
は
一
な
り
。
一
を
享
け
た
る
我
等
の
信
念
は
、

常
に
同
一
な
る
べ
き
也（

（（
（

。（「
染
香
小
観
」
五
巻
三
号
〈
雑
纂
〉
欄
）

　
〈
解
釈
〉
以
外
で
も
こ
の
傾
向
は
一
致
し
て
お
り
、「
同
じ
信
念
」
と
い
う
こ
と
が
多
田
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
時
期
の
多
田
の
思
想
は
い
わ
ゆ
る
恩
寵
主
義
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ふ
さ
ぎ
込
ま
ず
に
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
を
そ
の

身
に
受
け
て
仰
ぎ
見
る
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
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私
共
は
、
唯
本
質
の
御
慈
悲
一
つ
を
た
の
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
若
し
之
を
ま
ち
が
へ
て
、
御
慈
悲
を
見
ず
し
て
、
我
内
心

の
心
ば
へ
を
あ
て
に
し
て
を
る
な
ら
ば
、
私
共
は
決
し
て
真
実
に
安
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
。
…
…
さ
れ
ば
其
安
心
や
、

真
実
の
も
の
で
は
な
く
て
、
若
存
若
亡
の
も
の
で
あ
る
。
一
見
、
立
派
な
信
念
の
や
う
に
見
え
て
、
実
は
「
こ
れ
で
こ
そ
」

を
表
と
し
、「
こ
れ
で
は
」
を
裏
と
し
て
、
現
れ
て
を
る
一
驕
慢
の
悪
魔
に
過
ぎ
ぬ
。
…
…
信
念
の
極
致
は
俯
く
の
で
は
な

い
、
仰
ぐ
の
で
あ
る（

（（
（

。（「
向
上
の
一
関
」
五
巻
三
号
〈
講
話
〉
欄
）

現
在
の
自
分
さ
へ
分
ら
ぬ
、
死
ん
だ
後
の
こ
と
の
分
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
も
暗
黒
で
あ
れ
ば
、
一
寸
さ
き
は
猶
更
暗
黒

で
あ
る
。
…
…
然
る
に
私
共
は
喜
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
共
の
了
見
で
は
、
さ
つ
ぱ
り
分
ら
ぬ
此
問
題
が
、
仏
智
の
御
力
に
よ

つ
て
、
全
く
解
決
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
。
科
学
、
哲
学
、
宗
教
学
、
一
切
の
自
分
の
分
別
に
よ
つ
て
は
、
ど
う
し
て
も
開
く
こ

と
の
で
き
ぬ
此
暗
黒
の
鉄
門
が
、
他
力
回
向
の
一
信
念
の
鍵
に
よ
つ
て
、
た
や
す
く
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（

（（
（

。（「
浄

土
往
生
の
信
仰
成
立
」
五
巻
八
号
〈
講
話
〉
欄
）

　

多
田
に
お
い
て
、「
信
念
」
は
「
道
」
と
い
う
概
念
に
お
い
て
も
表
さ
れ
る
。
極
悪
深
重
の
凡
夫
た
る
我
が
身
を
抱
え
な
が
ら
、

そ
れ
を
照
ら
す
弥
陀
の
慈
悲
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
日
々
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
道
に
譬
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
歩
ま
し
め

る
心
境
は
「
大
道
の
信
念
の
上
よ
り
湧
い
て
参
る（

（（
（

」（「
恭
敬
心
の
開
展
」
五
巻
七
号
〈
講
話
〉
欄
）
の
で
あ
り
、
慈
悲
の
光
に
入

る
こ
と
で
「
新
た
な
信
念
の
生
命
を
得
、
大
行
の
力
を
い
た
ゞ
い
て（

（（
（

」（「
正
信
偈
註
」
三
巻
九
号
〈
解
釈
〉
欄
）
い
く
の
だ
と
し

て
い
る
。

貪
愛
と
瞋
憎
と
の
二
河
、
わ
れ
を
犯
し
来
り
て
、
わ
れ
を
殺
し
尽
さ
む
と
す
る
と
き
、
わ
れ
に
一
条
の
血
路
を
開
か
し
む
る
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は
、
是
れ
何
者
ぞ
や
。
曰
く
是
れ
我
信
念
の
道
な
り
。
…
…
此
清
浄
な
る
信
念
の
道
は
、
汚
穢
な
る
我
一
切
の
妄
情
を
払
ひ

去
り
て
、
而
し
て
後
に
初
め
て
獲
来
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
…
…
我
は
我
汚
穢
な
る
妄
情
の
中
に
在
り
て
、
而
も
此
清
浄

の
信
念
を
享
得
す
る
な
り
。
視
よ
、
清
ら
か
な
る
白
蓮
の
花
は
、
穢
れ
た
る
淤
泥
の
中
に
さ
か
ゆ
る
を（

（（
（

。（「
二
河
の
中
間
に

於
け
る
白
道
」
一
巻
九
号
〈
解
釈
〉
欄
）

只
私
共
の
当
に
享
く
べ
き
所
得
と
し
て
與
へ
ら
れ
た
る
現
前
一
念
の
大
信
に
安
ん
じ
て
、
此
信
念
の
現
は
し
出
す
微
妙
の
風

光
を
た
の
し
み
な
が
ら
進
ま
う
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か（

（（
（

。（「
忘
卻
来
時
道
」
三
巻
七
号
〈
講
話
〉
欄
）

　

多
田
の
「
信
念
」
の
用
法
に
は
、
暁
烏
の
よ
う
に
「
我
信
念
」
を
意
識
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
多
田
は
清
沢
の
存
命
中
か

ら
一
貫
し
て
真
宗
の
「
信
心
」
の
語
の
言
い
換
え
と
し
て
用
い
て
い
た
。
ま
た
、
学
理
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
弥
陀
の
信
仰
に
帰
す

る
こ
と
で
安
心
を
得
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
暁
烏
と
共
通
す
る
も
の
の
、
暁
烏
が
「
信
念
」
を
「
獲
得
す
る
」
も
の
と
捉
え
て

い
た
の
に
対
し
て
、
多
田
は
あ
く
ま
で
「
如
来
よ
り
た
ま
わ
り
た
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
続
け
た
の
で
あ
る
。

五　
「
信
念
」
の
傾
向
─
─
佐
々
木
月
樵
の
場
合

　

佐
々
木
に
お
い
て
は
、
清
沢
死
去
の
前
後
三
十
ヶ
月
の
範
囲
内
で
「
信
念
」
の
語
が
現
れ
る
記
事
は
三
本
の
み
で
あ
り
、
全
体

的
に
ほ
と
ん
ど
用
い
て
い
な
い
。

　
「
源
信
和
尚
の
『
往
生
要
集
』、
及
び
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』」（
第
二
巻
第
五
号
〈
講
話
〉
欄
）
に
お
い
て
、『
往
生
要
集
』
の
描
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写
が
源
信
の
「
心
霊
的
経
験
の
発
現
」
で
あ
り
、「
僧
都
が
信
念
の
投
影
」
で
あ
り
「
僧
都
の
宗
教
的
信
念
を
標
榜
し
た
り
厭
穢

欣
浄
の
下
よ
り
流
出
し（

（（
（

」
て
い
る
も
の
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
親
子
論
」（
三
巻
三
号
〈
論
説
〉
欄
）
で
は
、「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
に
描
か
れ
た
放
蕩
息
子
と
父
親
に
つ
い
て
、
如
来
と

自
分
た
ち
の
関
係
に
譬
え
て
「
宗
教
的
信
念
の
極
致（

（（
（

」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
「
釈
尊
の
成
道
と
親
鸞
聖
人
の
入
室
」（
四
巻
十
二
号
〈
論
説
〉
欄
）
は
釈
迦
の
法
身
や
報
身
と
い
っ
た
常
住
の
仏
身
は
、
遺
弟

た
ち
の
応
身
の
釈
迦
に
対
す
る
敬
慕
の
情
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
す
る
説
に
反
駁
す
る
内
容
の
文
章
で
あ
る
。

若
し
夫
れ
、
釈
尊
の
遺
弟
に
し
て
、
色
身
生
滅
の
仏
陀
の
上
に
宗
教
的
信
念
を
確
立
す
る
能
は
ず
、
常
住
仏
身
の
上
に
初
め

て
我
宗
教
心
の
要
求
を
満
足
し
た
り
と
せ
ば
、
釈
尊
菩
提
樹
下
の
正
覚
、
豈
ま
た
然
ら
ざ
ら
ん
や（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
敬
慕
の
念
に
よ
ら
な
け
れ
ば
「
宗
教
的
信
念
を
確
立
」
で
き
ず
「
宗
教
心
の
要
求
を
満
足
」
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
菩
提
樹
の
下
で
釈
尊
が
得
た
正
覚
も
成
り
立
た
な
い
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、「
信
念
」
の

語
を
信
仰
の
意
味
で
用
い
て
お
り
、
清
沢
は
も
と
よ
り
真
宗
的
な
意
味
合
い
も
希
薄
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　
『
精
神
界
』
が
創
刊
さ
れ
た
当
初
は
多
く
の
執
筆
者
が
記
事
に
「
信
念
」
の
語
を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
用
法
は
様
々
で
あ
り

一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
創
刊
二
年
目
の
一
九
〇
二
年
前
半
期
に
浩
々
洞
で
「
信
念
」
の
語
が
流
行
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ

−14−−15−



で
も
特
定
の
意
味
を
持
っ
た
形
で
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。
清
沢
の
死
去
を
契
機
に
、
暁
烏
は
彼
自
身
の
問
題
関
心
に
基
づ

い
て
清
沢
の
「
我
信
念
」
に
意
味
を
見
出
し
て
い
っ
た
。
一
方
で
多
田
は
、
清
沢
の
存
命
中
か
ら
真
宗
の
信
心
に
引
き
つ
け
て
言

葉
を
捉
え
て
い
た
。
暁
烏
は
そ
の
後
、
清
沢
が
「
信
念
」
と
い
う
語
を
選
ん
だ
こ
と
自
体
に
も
積
極
的
な
意
味
を
付
与
し
て
い
っ

た
。
後
年
の
彼
は
「
信
念
」「
信
仰
」「
信
心
」
は
似
て
い
る
が
「
味
は
ひ
の
違
ひ（

（（
（

」
が
あ
る
と
述
べ
、「
信
念
の
念
に
は
信
楽
の

楽
、
ね
が
ふ
と
い
ふ
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
が
念
仏
の
念
で
あ
る
。
念
仏
成
仏
に
仏
教
の
中
心
が
あ
る（

（（
（

」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
は
あ
く
ま
で
暁
烏
の
理
解
で
あ
り
、
清
沢
の
思
想
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
信
念
」
の
理
解
の
差
が
何
故
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
し
て
何
故
佐
々
木
が
「
信
念
」
の
語
を
用
い
る
の
に
消
極
的

で
あ
っ
た
の
か
を
た
だ
ち
に
断
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
暁
烏
と
多
田
は
非
常
に
強
い
伝
道
意
欲
に
突
き
動
か
さ
れ

て
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
佐
々
木
は
そ
の
よ
う
な
二
人
の
姿
勢
に
し
ば
し
ば
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
多
田
が
「
先
生
は
化
他
の
道
に
急
い
で
は
な
ら
ぬ
と
、
度
々
、
戒
め
ら
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
私
は
其
を
守

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
既
に
既
に
其
前
か
ら
、
一
伝
道
者
を
以
て
、
自
ら
任
じ
て
居
り
ま
し
た（

（（
（

」（「
願
わ
く
ば
我
が
昨
非
を
語
ら

し
め
よ
」
十
四
巻
第
十
一
号
）
と
述
懐
し
た
よ
う
に
、
生
前
の
清
沢
自
身
も
門
弟
の
説
教
者
的
態
度
に
否
定
的
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
当
時
の
暁
烏
と
多
田
は
明
ら
か
に
「
信
念
」
の
語
を
も
っ
て
伝
道
に
邁
進
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
精
神
界
』
は
、
手
垢
の
つ
い
た
仏
教
用
語
を
用
い
ず
に
仏
教
を
語
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
、「
信
念
」
と
い
う
言
葉
は
仏
教
用
語
を
用
い
ず
に
伝
道
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
恰
好
の
道
具
で
あ
り
、「
一
伝
道

者
」
を
自
認
す
る
彼
ら
が
、
そ
の
道
具
に
各
々
自
分
な
り
の
意
味
を
読
み
込
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
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註
（
1
）	
哲
学
者
、
大
谷
派
僧
侶
。
東
本
願
寺
育
英
教
校
、
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
経
て
一
八
八
八
年
京
都
府
尋
常
中
学
校
長
。
一
八
九
〇
年
禁
欲
生

活
に
入
る
。
一
八
九
四
年
結
核
に
罹
患
。
一
八
九
六
年
大
谷
派
の
宗
門
改
革
運
動
を
起
こ
し
、
除
名
処
分
。
一
八
九
九
年
新
法
主
大
谷
光
演
の
教

育
係
と
し
て
東
京
に
移
住
。
こ
の
と
き
門
弟
た
ち
と
「
浩
々
洞
」
と
呼
ば
れ
る
共
同
生
活
を
開
始
。
一
九
〇
一
年
雑
誌
『
精
神
界
』
発
行
。
同
年

東
京
に
開
校
し
た
真
宗
大
学
（
現
大
谷
大
学
）
初
代
学
監
。
一
九
〇
二
年
に
息
子
と
妻
を
相
次
い
で
亡
く
し
、
翌
一
九
〇
三
年
愛
知
県
大
浜
（
現

碧
南
市
）
西
方
寺
に
て
死
去
。

（
2
）	

大
谷
派
僧
侶
。
清
沢
門
下
で
、
清
沢
の
教
え
を
世
に
伝
え
る
べ
く
積
極
的
に
活
動
。
一
九
一
二
年
「
凋
落
」
し
、
浩
々
洞
を
離
れ
る
。
以
後
石
川

県
松
任
（
現
白
山
市
）
の
自
坊
を
中
心
に
活
動
。
一
九
五
一
年
大
谷
派
宗
務
総
長
。

（
3
）	

大
谷
派
僧
侶
。
は
じ
め
暁
烏
ら
と
共
に
清
沢
門
下
で
「
精
神
主
義
」
の
活
動
に
従
事
。
一
九
一
四
年
信
仰
に
「
動
転
」
を
き
た
し
精
神
主
義
か
ら

離
れ
、
伝
統
的
な
教
権
主
義
に
回
帰
。
以
後
は
愛
知
県
蒲
郡
の
自
坊
に
て
活
動
。
一
九
二
四
年
東
本
願
寺
伝
道
講
究
院
長
。
清
沢
の
思
想
を
受
け

継
い
だ
金
子
大
栄
が
異
安
心
に
問
わ
れ
た
際
に
は
宗
門
側
に
立
っ
た
。

（
4
）	

寺
川
俊
昭
『
清
沢
満
之
論
』
文
栄
堂
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
頁
。

（
5
）	

暁
烏
敏
「
清
沢
先
生
の
信
仰
（『
我
信
念
』
講
話
）」（
福
島
寛
隆
、
赤
松
徹
真
編
『
資
料
清
沢
満
之
〈
講
演
篇
〉』
同
朋
舎
、
一
九
九
一
年
）
二
頁
。

（
6
）	

同
上

（
7
）	

岩
波
書
店
版
の
『
清
沢
満
之
全
集
』
で
は
、
清
沢
の
日
記
を
収
録
し
た
第
八
巻
は
「
信
念
の
歩
み
」、
書
簡
を
収
録
し
た
第
九
巻
は
「
信
念
の
交

流
」
と
い
う
表
題
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）	

大
槻
文
彦
『
大
言
海
』
冨
山
房
、
一
九
三
三
年
。

（
9
）	『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
小
学
館
、
二
〇
一
一
年
。

（
10
）	『
精
神
界
』
掲
載
の
「
清
沢
満
之
」
名
義
の
文
章
の
相
当
数
が
門
弟
に
よ
っ
て
意
図
的
に
編
集
さ
れ
、
あ
る
い
は
全
く
新
た
に
成
文
さ
れ
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
は
山
本
伸
裕
『
精
神
主
義
は
誰
の
思
想
か
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
に
詳
し
い
。

（
11
）	

詳
細
は
拙
稿
「
初
期
『
精
神
界
』
に
お
け
る
清
沢
門
下
の
「
信
念
」」（『
現
代
と
親
鸞
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
12
）	

大
谷
派
僧
侶
。
清
沢
門
下
で
仏
教
学
を
専
攻
す
る
。
京
都
に
再
移
転
し
た
真
宗
大
学
の
整
備
に
つ
と
め
、
第
三
代
学
長
に
就
任
。

（
13
）	

暁
烏
敏
「
浩
々
洞
時
代
の
清
沢
先
生
」（『
清
沢
満
之
』
観
照
社
、
一
九
二
八
）
一
八
二
～
一
八
四
頁
。
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（
14
）	『
精
神
界
』
二
巻
十
二
号
、
一
九
〇
二
年
、
四
五
頁
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
原
文
の
濁
点
の
欠
落
は
適
宜
補
っ
た
。
以
下
同
じ
。

（
15
）	

同
上

（
16
）	
後
に
暁
烏
の
主
著
と
な
る
『
歎
異
抄
講
話
』
は
本
連
載
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）	『
精
神
界
』
三
巻
十
二
号
、
一
九
〇
三
年
、
三
九
頁
。

（
18
）	『
精
神
界
』
四
巻
八
号
、
一
九
〇
四
年
、
二
三
頁
。

（
19
）	『
精
神
界
』
四
巻
七
号
、
一
九
〇
四
年
、
二
九
～
三
〇
頁
。

（
20
）	『
清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
一
六
三
頁
。

（
21
）	『
精
神
界
』
五
巻
十
二
号
、
一
九
〇
五
年
、
二
六
頁
。

（
22
）	『
精
神
界
』
五
巻
二
号
、
一
九
〇
五
年
、
四
三
頁
。

（
23
）	『
精
神
界
』
五
巻
三
号
、
一
九
〇
五
年
、
四
二
頁
。

（
24
）	『
精
神
界
』
五
巻
七
号
、
一
九
〇
五
年
、
三
九
頁
。

（
25
）	『
清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
一
六
四
頁
。

（
26
）	『
精
神
界
』
四
巻
三
号
、
一
九
〇
四
年
、
二
三
頁
。

（
27
）	『
精
神
界
』
四
巻
一
号
、
一
九
〇
四
年
、
二
二
～
二
三
頁
。

（
28
）	『
精
神
界
』
五
巻
五
号
、
一
九
〇
五
年
、
二
四
頁
。

（
29
）	『
精
神
界
』
一
巻
三
号
、
一
九
〇
一
年
、
二
四
頁
。

（
30
）	

こ
の
連
載
は
後
に
纏
め
ら
れ
、『
正
信
偈
講
話
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
31
）	『
精
神
界
』
三
巻
三
号
、
一
九
〇
三
年
、
三
九
頁
。

（
32
）	『
精
神
界
』
三
巻
十
号
、
一
九
〇
三
年
、
三
三
頁
。

（
33
）	『
精
神
界
』
二
巻
五
号
、
一
九
〇
二
年
、
二
四
頁
。

（
34
）	『
精
神
界
』
四
巻
一
号
、
一
九
〇
四
年
、
二
九
頁
。

（
35
）	『
精
神
界
』
二
巻
二
号
、
一
九
〇
二
年
、
二
二
頁
。

（
36
）	『
精
神
界
』
三
巻
二
号
、
一
九
〇
三
年
、
三
六
頁
。

（
37
）	『
精
神
界
』
四
巻
九
号
、
一
九
〇
四
年
、
三
五
頁
。
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（
38
）	『
精
神
界
』
五
巻
三
号
、
一
九
〇
五
年
、
三
六
頁
。

（
39
）	『
精
神
界
』
五
巻
三
号
、
一
九
〇
五
年
、
二
七
～
二
八
頁
。

（
40
）	『
精
神
界
』
五
巻
八
号
、
一
九
〇
五
年
、
一
九
頁
。

（
41
）	『
精
神
界
』
五
巻
七
号
、
一
九
〇
五
年
、
二
〇
頁
。

（
42
）	『
精
神
界
』
三
巻
九
号
、
一
九
〇
三
年
、
二
六
頁
。

（
43
）	『
精
神
界
』
一
巻
九
号
、
一
九
〇
一
年
、
一
九
頁
。

（
44
）	『
精
神
界
』
三
巻
七
号
、
一
九
〇
三
年
、
二
二
頁
。

（
45
）	『
精
神
界
』
二
巻
五
号
、
一
九
〇
二
年
、
三
二
頁
。

（
46
）	『
精
神
界
』
三
巻
三
号
、
一
九
〇
三
年
、
一
六
頁
。

（
47
）	『
精
神
界
』
四
巻
十
二
号
、
一
九
〇
四
年
、
一
四
頁
。

（
48
）	

浩
々
洞
で
は
「
精
神
講
話
」（
一
九
〇
二
年
五
月
か
ら
は
「
日
曜
講
話
」）
と
題
さ
れ
る
講
話
が
行
わ
れ
て
い
た
。〈
報
道
〉
欄
の
「
東
京
だ
よ
り
」

に
は
そ
の
開
催
報
告
が
載
っ
て
い
る
が
、
あ
る
一
時
期
に
集
中
し
て
「
信
念
」
と
い
う
語
が
講
題
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
一
九
〇
二
年
一

月
二
十
六
日
に
多
田
が
「
信
念
の
相
状
」
を
、
二
月
二
日
に
楠
龍
造
が
「
信
念
の
転
進
」
を
述
べ
、
さ
ら
に
和
田
鼎
が
「「
一
神
仙
譚
」
に
つ
き

て
、
宗
教
的
信
念
と
智
識
と
の
価
値
に
つ
い
て
談
ぜ
ら
れ
候
」（
第
二
巻
第
二
号
四
八
頁
）
と
あ
る
。
三
月
九
日
に
は
佐
々
木
が
「
弘
法
大
師
の
信

念
」、
五
月
一
八
日
に
楠
が
「
常
識
と
他
力
の
信
念
」、
六
月
二
十
二
日
に
暁
烏
が
「
我
が
現
在
の
信
念
」、
同
二
十
九
日
に
佐
々
木
が
「
信
念
の
超

絶
性
」、
九
月
一
四
日
に
近
角
常
観
が
「
信
念
上
の
経
歴
」
を
講
じ
て
い
る
。

（
49
）	

暁
烏
敏
「
清
沢
先
生
の
信
念
」『
暁
烏
敏
全
集　

第
一
九
巻
』
涼
風
学
舎
、
一
九
七
七
年
、
五
九
二
頁
。

（
50
）	

同
五
九
四
頁
。

（
51
）	『
精
神
界
』
十
四
巻
十
一
号
、
一
九
一
四
年
、
三
三
頁
。

�

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
）
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